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ポンプ内蔵型ラボオンチップの提案

マイクロチップ上で一連の実験操作が行える微小装置

用途 ：化学合成、DNA解析、細胞分析

利点 ：サンプル・廃液の微量化

反応の高効率・高精度化

処理の並列化

欠点 ：外部ポンプによる

大型化・煩雑さ・薬品の無駄
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②形状の異方性①レーザー走査 ③ﾗｹﾞｰﾙ･ｶﾞｳｼｱﾋﾞｰﾑ

光駆動マイクロポンプの開発と発展
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光の渦による高速回転

COMSOLを用いた光駆動マイクロポンプの設計・開発

③の更なる高効率化：電磁場＋マイクロ流体場の連成解析
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・レーザー走査不要

・高効率化

・形状の異方性不要

・高効率化

単一ロータによる液体輸送高精度な周期駆動



ガラス球に発生する力の解析
～ラゲール・ガウシアンビームの照射シミュレーション～
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